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在
校
生
や
父
母
に
見
送
ら
れ
学
舎
を
後
に
す
る
卒
業
生
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さを学んでほしい。 」 と卒業生に3 つの言 

葉を贈りました。 

池田教育長は、「形から心は生まれる。生 

活習慣を大切にしてほしい。」 池永町長は 

「社会のきまりごと、約束を守り、都会へ 

出て知識を得、再びこの赤池に帰って、ま 

ちづく りに協力してほしい。」 と、不安と 

希望に満ちた卒業生を激励しました。 

教室に戻った卒業生は、先生と最後の別 

れを惜み、泣きながら、お世話になった先 

生ヘプレゼン トを渡すクラスもありました。 

赤池中学校の第38回卒業式は3 月14日、 

小雨の降る中、同校体育館で行われました。 

村上慶悉校長から、男子78人、女子52人 

の130人の卒業生一人ひとりに卒業証書が3 

手渡されました。 

村上校長は、「かけがえのない命、 1 回き 

りの人生だということを、事あるごとに自 

分に言い聞かせてほしい。きっと進む道が 

開けてくる。了 『玉みがかざれば光なし』 

人間も同じだ。 鍛えることが人間の値打ち 

である。 そうすれば1人ひとり持ち味のあ 

る光が輝いてくる。 」 また、「人との出会を 

大切にしてほしい。 出会いの中でお互の良 

譲
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鶏
『
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甘
え
を
捨
て
 

さ
ら
に
高
い
目
標
を
 

誠‘電 

3年1組 

井戸 龍生 

先生 

赤
池
中
学
校
に
私
が
転
任
し
て
二
年
 

に
な
り
ま
す
。
卒
業
生
と
の
生
活
も
一
一
 

年
間
送
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
ん
な
の
 

為
に
何
も
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
ず
に
 

卒
業
さ
せ
る
よ
う
な
気
が
し
て
申
し
分
 

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
中
学
生
と
 

は
ち
が
い
、
大
変
き
び
し
い
社
会
へ
出
 

て
行
く
の
で
す
か
ら
、
気
持
を
引
き
し
 

め
、
周
囲
の
人
に
甘
え
る
気
持
を
す
て
 

て
、
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
っ
て
努
 

力
し
、
目
標
を
達
成
で
き
た
ら
、
さ
ら
 

に
高
い
目
標
を
目
ざ
し
て
頑
張
っ
て
ほ
 

し
い
。
 自

分
の
信
じ
る
 

こ
と
を
全
力
で
 3年7組 

石川 隆雄 

先生 

さ
て
君
た
ち
に
は
今
ど
ん
な
思
い
を
 

心
に
抱
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
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中
学
三
年
間
の
思
い
出
。
あ
る
い
は
 

将
来
の
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
と
思
 

い
ま
す
。
君
た
ち
の
思
い
出
は
同
時
に
 

私
の
思
い
出
で
も
あ
り
ま
す
。
 

私
は
こ
の
一
年
を
思
い
出
す
と
心
残
 

り
が
あ
り
ま
す
。
君
た
ち
も
知
っ
て
い
 

る
よ
う
に
、
三
十
二
名
の
卒
業
の
は
ず
 

で
す
が
、
 

一
名
残
念
な
が
ら
君
た
ち
と
 

供
に
卒
業
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
も
、
自
分
の
指
導
力
の
な
さ
、
 

そ
し
て
、
本
人
と
の
心
に
近
づ
く
こ
と
 

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
し
た
。
 

君
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
心
残
り
 

が
な
い
よ
う
に
、
白
分
の
信
ず
る
こ
と
 

に
対
し
て
全
力
で
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
 

私
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
と
の
 

ふ
れ
合
い
が
心
の
糧
 

3年3組 

川口昭次郎 

先生 

新
採
教
師
と
し
て
、
筑
豊
の
赤
池
中
 

学
校
へ
と
奉
職
し
て
、
早
や
、
三
年
の
 

月
目
が
流
れ
ま
し
た
。
赴
任
し
た
当
初
 

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
筑
後
地
方
と
は
全
 

く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
異
質
の
風
土
に
 

と
ま
ど
い
の
毎
日
で
し
た
。
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の
生
活
の
中
で
、
子
供
達
と
の
ふ
れ
合
 
柳
 

い
だ
け
が
唯
一
の
し
の
糧
で
し
た
。
 

）
 

そ
れ
で
も
、
生
活
指
導
に
追
わ
れ
、
 

一
 

頭
を
悩
ま
せ
、
心
を
痛
め
る
こ
と
も
多
 
叫
 

く
、
父
母
と
の
連
携
の
難
し
さ
を
し
み
 
～
 

】

 

じ
み
と
感
じ
た
3
年
間
で
し
た
。
 

）
 

校
長
先
生
、
教
頭
先
生
を
は
じ
め
、
 

』
 

同
僚
の
先
生
方
か
ら
暖
い
ご
指
導
を
受
一
 

け
新
米
教
師
も
、
ど
う
に
か
大
過
な
く
い
 

、、 

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
」
】
 

た
。
本
当
に
長
き
に
わ
た
り
見
守
っ
て
‘
」
 

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
っ
ご
ざ
い
ま
し
畑
 

た。 

了
一
〇
人
の
子
供
達
元
気
で
ノ
 

教
え
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
生
徒
需
 

に
教
え
ら
れ
た
事
の
方
が
多
か
っ
た
こ
 
瑚
 

の
一
年
間
c
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心
の
中
で
は
い
つ
も
、
何
か
を
し
て
 
”
 

あ
げ
た
い
気
持
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
け
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ど
、
そ
の
思
い
の
半
分
も
か
え
せ
な
い
 
？ 

思
い
出
を
大
切
に
 

ま
た
、
明
日
か
ら
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ま
ま
卒
業
さ
せ
る
事
が
一
番
心
残
り
で
織
 

す
。
こ
の
三
年
間
、
苦
し
い
こ
と
、
つ
 

ら
い
こ
と
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
 

ま
す
。
で
も
、
今
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
 

ば
か
り
が
頭
に
う
か
ん
で
き
ま
す
。
 

こ
の
思
い
出
を
大
切
に
、
ま
た
明
日
 

か
ら
お
互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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ト会食会で全先生に花束をプレゼント． 

▼
お
別
れ
会
で
は
各
学
年
と
も
色
々
な
 

出
し
物
で
六
年
生
を
送
り
ま
し
た
A
 

3 月19日午前10時から上野校43人の卒業式がありました。 宮崎 

憲一校長から1人ひとり卒業証書を受けとり、「自分の考えをしっ 

かりもち、他人に左右されない主体性、自主性を持って今後の人 

生を送ってほしい」 と贈る言葉がありました。 

卒業を前にした3 月14日には、r1年間をふり返り、六年生との 

楽しい思い出を呼び起しましょう。 」 と児童会主催のお別れ会が 

行われました。 

在校生のアーチの中を入場した六年生に、 1 年生は手づく りの 

メダルをプレゼント。 歌や色んな出し物で六生生と別れる前の楽 

ト
卒
業
を
前
に
六
年
生
と
全
先
生
で
 

ミ
ニ
バ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
ト
 

▼
愛
校
作
業
上
ハ
年
問
の
学
舎
を
 

き
れ
い
に
し
て
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
▼
 

1 
一 一 一 一 一 ~ 一 

市場小 I 
市場小学校の卒業式も同じく 3 月19日、10 

時から行われました。 

105人の卒業生1人ひとりに高尾春雄校長か 

ら卒業証書が手渡され、同時に卒業生1人ひ 

とりの顔が写真スライ ドで写し出されました。 

高尾校長は、「欠点は努力で補い、これだけ 

は友達に負けないというものをつくってくだ 

さい。 思いやりの心を大切に、また、健康に 

十分気をつけてください。 」 とお祝いの言葉 

を贈りました。 

卒業生が「六年間で人の命の大切さと、学 

ぶことの楽しさを知りました。中学という次 

の峰を目指して力いっぱい出発します。 」 と 

思い出を1人ひとり発表すると会場のお父さ 

んお母さんの席からすすり泣く声があちこち 

で聞こえました。 
、、．／戸 

贈4結,"mF ・メ島轟挙“．事奉工雄メ妙”“油加，“'h無魁『桂柵申そl書叱h阜ヒ・妬マ・。ー‘叱b糾“意い堵盛こ糾紗、 

しいひとときを過しました。 

また、午後からは、六年生 

手づく りのサンドイッチでお 

世話になった全先生を招待。 

「先生いつまでもお元気で、 

卒業しても忘れないでくださ 

い。」 と会食会をしました。 
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赤
池
町
立
病
院
は
、
昭
和
四
十
一
年
 

四
月
、
明
治
鉱
業
株
式
会
社
赤
池
鉱
業
 

所
病
院
を
移
管
し
た
こ
と
に
よ
り
発
足
 

し
た
、
国
保
直
診
の
病
院
で
あ
る
。
 

そ
の
使
命
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
 

域
住
民
の
疾
病
予
防
、
治
療
、
保
健
活
 

●
こ
れ
は
大
部
分
の
人
が
ま
じ
め
に
納
 

め
て
い
る
の
に
、
納
め
な
い
で
医
療
給
 

付
だ
け
を
受
け
る
の
は
不
公
平
で
あ
る
。
 

●
国
は
国
保
会
 

計
に
多
額
の
負
 

担
金
を
支
出
し
 

て
い
る
の
に
、
 

町
は
滞
納
者
に
 

何
の
制
裁
措
置
 

も
と
ら
な
い
の
 

ぱ
お
か
し
い
。
 

動
に
従
事
し
、
ま
た
、
市
郡
救
急
医
療
 

二
次
病
院
と
し
て
地
域
医
師
会
を
バ
ッ
 

ク
ア
ッ
プ
し
て
来
た
。
 

当
時
の
規
模
は
、
診
療
科
目
、
内
科
、
 

外
科
、
産
婦
人
科
の
三
科
を
有
し
、
病
 

床
数
六
十
四
床
（
一
般
廿
四
十
九
床
、
 

.
 

恒例の上野焼陶器まつりが、来る4 月18日から3日間、上野 

地区を中心に町内25の窯元で開催されます。 

天気に恵まれれば、昨年の15,000人を上まわる人出が予想さ 

れます。 

主催の上野焼協同組合では、現在、その受け入れ準備におお 

わらわ。 

今年も4 月19日の土曜日午後からと翌日曜日は一方通行およ 

び駐車禁止の交通規制が行われます。みなさんのご協力をお願 

いします。 

4 月19日田 

4 月20日（日） 

に開設された明治鉱業（株）赤池鉱業所病院の診療風景 ト町立病院の前身、明治41年 

結
核
廿
十
五
床
）
で
 

あ
っ
た
。
 

昭
和
四
十
四
年
十
 

二
月
、
現
地
に
鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
 

建
、
診
療
科
目
、
内
 

科
、
外
科
、
病
床
数
 

四
十
床
（
一
般
）
の
 

小
規
模
自
治
体
（
町
 

立
）
病
院
に
新
築
さ
 

れ
現
在
に
い
た
っ
て
 

い
る
。
 

そ
の
後
、
昭
和
四
 

十
八
年
に
全
国
を
襲
 

っ
た
石
油
シ
ョ
ッ
ク
 

に
よ
り
、
産
炭
地
域
 

の
経
済
地
盤
は
根
底
 

か
ら
崩
壊
し
、
当
時
 

急
激
に
進
展
し
て
き
 

た
高
度
経
済
成
長
の
 

影
響
を
受
け
、
若
年
 

労
働
者
の
大
都
市
へ
 

の
流
出
を
生
じ
、
産
 

、

I

 

イ ) 

体
制
を
強
化
す
べ
き
だ
。
」
 
と
い
う
強
 

い
批
判
が
出
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
保
税
の
 

み 
炭
地
は
過
疎
化
の
道
を
た
ど
っ
た
。
 

こ
の
年
は
、
病
院
経
営
に
も
悪
影
響
 

を
及
ぼ
し
、
昭
和
五
十
年
以
降
、
病
院
 

再
建
の
た
め
、
町
当
局
、
病
院
職
員
一
 

体
と
な
っ
て
努
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
 

ず
、
年
々
赤
字
額
が
増
大
し
、
昭
和
五
 

十
八
年
末
に
は
、
累
積
額
四
億
六
千
万
 

円
と
な
っ
た
。
 

こ
の
間
、
特
に
目
に
つ
く
こ
と
は
、
 

医
療
従
事
者
、
な
か
で
も
医
師
不
足
が
 

著
し
く
、
定
数
の
半
分
に
も
満
た
な
い
 

充
足
率
と
定
着
性
に
乏
し
い
実
態
が
、
 

地
域
住
民
に
与
え
た
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
 

く
、
公
的
病
院
の
存
在
価
値
す
ら
薄
ら
 

ぐ
事
態
に
至
っ
た
。
 

病
院
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
 
「如 

何
に
し
た
ら
よ
い
の
か
っ
」
、
存
続
意
義
 

を
職
員
一
同
深
く
反
省
し
、
医
師
不
足
 

解
消
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
献
身
 

的
な
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
今
ま
で
の
よ
 

う
な
閉
鎖
的
な
病
院
で
は
な
く
、
住
民
 

に
喜
ば
れ
る
病
院
に
な
る
決
意
を
新
た
 

に
し
た
。
 

そ
し
て
ま
た
、
町
当
局
と
力
を
合
わ
 

せ
、
地
域
住
民
の
た
め
の
病
院
と
し
て
、
 

二
十
一
世
紀
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
基
 

盤
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
意
気
ご
み
で
 

あ
る
。
 

徴
収
率
を
高
め
、
国
保
運
営
の
安
定
化
 

を
図
り
、
組
合
健
保
と
の
均
衡
を
図
る
 

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者
に
 

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者
に
制
裁
措
置
 

厚
生
省
が
保
険
証
の
交
付
停
止
を
検
討
中
 

●
老
人
保
健
制
度
の
見
直
し
に
絡
ん
で
 

拠
出
金
が
増
え
る
組
合
健
保
（
社
会
保
 

険
）
な
ど
か
ら
「
国
保
の
保
険
税
徴
収
 

が
か
か
か
か
か
か
』
”
か
か
か
か
か
か
か
か
』
”
か
か
か
か
、
”
」
ス
て
て
て
 

制
裁
措
置
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
 

納
税
に
は
十
分
気
を
付
け
、
納
め
忘
れ
 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

か
か
か
』
”
か
か
か
、
て
 

L野焼陶器まつり交通規制図 

な
お
、
実
施
は
六
十
一
年
度
か
ら
に
 

な
る
見
込
み
で
す
。
 

llI●、こ。 12: 00~17: 00加膚 
ー 『 ’ ー ’ 、、 

9 】00- 17: 00 白糸の滝r ノっにう、 
博トvメ町に 

鴬誉ミ測十時窯 
無造窯 

、
 

―方通行 

駐車禁止 

駐 車場 

窯 元 

、
 興国寺 

、
 

立 病 院 の 歴 代 院 長 と 主 な で き ご と 町
 

赤 池 

発生 年月日 
h’】 Fノと 1乏 覧足票 内 容 氏 名 診療科 出 身 校 

昭和41年4月1日 及川敏夫 外科 山 大 明治鉱業（掬赤池鉱業所病院を移管し赤池町立病院として発足（ー一般49床、結核15床） 
ク ク ク ク ク ク 生活保護法による医療機関指定病院、基準給食基準寝具設備承認 
ク 4 20 ク ク ク 労災保険指定病院認可 

" 4 11 ク ク ク 基準看護承認 

42 12 2 ク ク ク 救急指定病院認可 

43 10 1 岡村寅清 ク 久 大 

44 3 28 ク ク ク 42% 病院新築工事着工 

ク 11 30 ク ク ク ク 完成 

ク 12 15 ク ク ク ク 新病院診療開始（一般40床、内科、外科） 

45 8 1 ク ク ク ク 院長公舎、看護婦寄宿舎新築工事着工 

" 9 1 守谷久章 ク 長崎大 ク 

ク 11 1 ク ク ク ク 院長公舎、看護婦寄宿舎新築工事完成 

47 1 1 吉窪穂積 内科 熊 大 ク 

50 4 1 津江満麿 外科 山 大 ク 

" 9 1 ク ク ク 57% 医師住宅1戸増築着工 

51 4 1 紫村 賓 内科 久 大 28% 

52 4 1 ク ク ク 42% x線室改良、DT-SH x線テレビ装置設置 
58 4 1 （院長代理） 

i賓 f麦雄 
ク 九 大 ク 

59 4 1 石尾哲人 ク 山 大 ク 

60 2 28 ク ク ク ク 病院全館塗装および1部改修工事、病棟および外来契約室新設 

" 5 1 ク ク ク ク 手術室およびサプライ全面改築工事およびリカバリー室新設 

ク 7 31 ク ク ク 57% 1部病室、パイピング、エレべ一ター新設（手術用医療機器ー一式整備、検査機器オートアナライザー整備） 

つ
 
れ
 
つ
 
れ
 
に
 
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

鬼
の
面
付
け
し
老
い
ら
に
一
ロ
」
撤
け
る
 

まつ一」 

墓
地
に
伏
す
末
期
の
人
骨
浅
き
春
 

（
昨
盆
行
方
不
明
の
老
い
発
見
）
 

硝
子
戸
を
開
け
ば
し
み
じ
み
春
の
立
つ
 

峡
の
空
晴
れ
し
山
々
春
は
来
る
 

早
春
の
峡
の
神
道
や
杖
と
歩
す
 

異
状
寒
波
卒
中
恐
れ
入
浴
止
す
 

一」おば 

冴
え
返
り
ロ
の
硬
張
り
舌
も
つ
る
 

誠
ぜ
る
梅
の
木
楚
楚
と
庭
の
隅
 

太
宰
府
え
梅
見
の
さ
そ
い
点
呼
早
や
 

(
(
(
(
(
(
,
 

、
 

、
 

，
ー
、
 

．
方
通
行
内
に
は
無
料
マ
ィ
ク
ロ
．
．
ハ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
 

マ
イ
カ
ー
は
所
定
の
駐
車
場
に
駐
車
し
、
窯
元
め
ぐ
り
は
こ
の
 

無
料
パ
ス
を
御
利
用
ド
さ
い
。
 

停
車
場
は
国
鉄
バ
ス
の
パ
ス
停
と
柴
ノ
門
窯
・
郷
ノ
谷
窯
・
光
 

修
窯
に
止
ま
り
ま
す
。
 

鴬
の
我
が
家
に
遠
く
声
の
澄
む
 

椿
 

十
 

句
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

柿
原
 
香
草
 

陽
を
返
し
つ
つ
落
ち
に
け
り
白
椿
 

や
ん
わ
り
と
風
吹
く
日
な
り
白
椿
 

陶
村
や
椿
の
空
は
雨
気
配
 

つ
か
つ
か
と
来
て
庭
園
の
椿
賞
む
 

た
わ
む
れ
に
老
妻
を
抱
く
椿
の
夜
 

陶
村
や
落
ち
る
椿
に
咲
く
椿
 

片
減
り
の
靴
の
歩
み
や
落
椿
 

椿
咲
く
日
の
寺
よ
り
の
法
要
如
 

椿
咲
く
こ
の
陶
村
を
墳
墓
と
す
 

か
か
」
て
”
か
』
”
か
か
か
か
』
”
、
ノ
か
か
か
か
か
か
w
 

ユぎ益窯フ 
至直方 

―つ／A 
県道田川～直方バイパス 

I7く、 
高田窯 



(7 ） 第279 号 
昭和61年4 月1日 け 、 し ・カ あ

 

ロ
反
 

土
￥
‘
 

広
 

第279 号 

同
和
問
題
啓
発
 シ
リ
ー
ズ
 

①
 

同
和
問
題
を
み
ん
な
の
も
の
に
す
る
た
め
に
 

い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は
、
目
本
社
会
の
長
い
歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
 

て
形
成
さ
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
 

集
団
が
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
低
位
の
状
態
に
お
か
れ
、
現
代
社
会
に
 

お
い
て
も
、
な
お
著
し
く
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
、
近
代
社
会
の
 

原
理
と
し
て
確
度
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障
 

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
深
刻
に
し
て
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
と
 

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
年
）
年
の
「
同
和
対
策
審
議
会
答
中
」
は
示
し
て
い
ま
す
。
 

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
わ
が
国
 

が
 
「
民
主
主
義
国
家
」
 
と
し
て
歩
み
は
 

じ
め
て
い
く
過
程
で
、
同
和
問
題
の
根
 

本
的
解
決
を
求
め
る
声
が
し
だ
い
に
大
 

き
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
 
一
九
六
〇
年
 

（
昭
和
三
十
五
年
）
八
月
、
同
和
問
題
 

解
決
の
た
め
の
政
府
の
諮
問
機
関
と
し
 

て
 
「
同
和
対
策
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
の
審
議
会
は
、
そ
の
後
、
全
国
調
 

査
を
行
う
な
ど
、
慎
重
に
審
議
を
重
ね
 

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
八
月
、
 

前
記
の
趣
旨
を
含
む
、
長
文
の
答
申
を
 

政
府
に
対
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
 

答
申
を
受
け
て
、
そ
の
後
、
 
一
九
六
九
 

年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
月
、
同
和
問
 

題
の
解
決
を
義
務
づ
け
た
 
「
同
和
対
策
 

事
業
特
別
措
置
法
」
 
の
制
定
へ
と
す
す
 

め
ら
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
 

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま
、
基
本
的
人
 

権
の
尊
重
、
国
民
主
権
主
義
、
平
和
主
 

昭和61 年4 月1日 け
 

し、 か
 

あ 報
 

広
 

義
を
三
つ
の
柱
と
す
る
日
本
国
憲
法
の
 

も
と
で
民
主
社
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
私
た
ち
の
身
近
か
な
生
活
 

を
人
権
と
の
か
か
わ
り
で
み
ま
す
と
、
 

民
主
主
義
を
建
て
前
と
し
な
が
ら
も
、
 

ま
だ
ま
だ
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
、
大
 

切
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
 

同
和
問
題
は
民
主
主
義
や
憲
法
の
精
 

神
が
、
現
実
の
生
活
の
中
に
ま
だ
生
き
 

て
い
な
い
、
又
、
生
か
さ
 11 

て
い
な
い
 

こ
と
の
明
ら
か
な
証
明
な
の
で
す
。
 

過
去
、
人
間
の
歴
史
は
人
権
獲
得
の
 

歴
史
で
し
た
。
社
会
進
化
の
歴
史
は
、
 

そ
の
ま
ま
人
権
発
展
の
歴
史
で
し
た
。
 

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
「
同
 

和
問
題
」
 
と
は
、
わ
た
し
た
ち
す
べ
て
 

の
国
民
が
、
わ
た
し
た
ち
の
国
を
、
わ
 

た
し
た
ち
の
社
会
を
、
民
主
憲
法
の
精
 

神
に
そ
っ
て
、
さ
ら

2
高
め
、
発
展
さ
 

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
わ
 

れ
て
い
る
国
民
的
な
課
題
な
の
で
す
。
 

児童手当制度が変ります 
昭和61年6 月1日から2 人目の 

子どもに支給されます’' 

新制度は昭和61年6 )j から実施しますが、段階的に支給 

対象が変わり、昭和63年4 月から制度が完成されます。 

※61年受給資格者 

町｛和59年6 月2 目以後に生まれた児童を含む18才未満の 

児りてを2 人以L養育していること、又は義務教育終了前の 

児童を含む18才未満の児童を3 人以上養育していること。 

前年の収人が一定の額以上の方は児童手当は受けられません。 

※新制度の実施方法 

③1年目 

' 

ム
後
の
広
報
啓
発
の
中
で
「
え
た
、
 

ひ
に
ん
」
と
い
う
封
建
身
分
や
被
差
 

別
部
落
を
略
し
た
用
い
方
で
「
部
落
」
 

と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
現
 

在
の
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
 

用
い
方
に
よ
っ
て
人
権
侵
害
（
差
別
）
 

国
民
年
金
に
未
加
入
の
奥
さ
ん
 

4
月
に
必
ず
・
届
け
出
を
グ
 

に
つ
な
が
る
こ
の
よ
う
な
用
語
は
避
 

け
る
べ
き
で
す
が
、
学
習
を
わ
か
り
 

や
す
く
す
る
た
め
、
や
む
を
え
ず
用
 

い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
を
十
分
ご
 

認
識
の
上
【
、
学
習
を
よ
り
深
め
て
下
 

さ
い
。
 

国
民
年
金
に
任
意
加
人
さ
れ
て
い
な
 

い
奥
さ
ん
は
、
四
月
か
ら
強
制
加
人
と
 

な
り
ま
す
。
 

第
三
号
被
保
険
者
（
共
済
年
金
、
厚
 

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
 

偶
者
で
二
十
歳
以
上
、
六
十
歳
未
満
の
 

人
）
の
該
当
届
を
四
月
中
に
役
場
年
金
 

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

届
出
用
紙
は
役
場
に
 

準
備
し
て
い
ま
す
 

こ
の
手
続
き
を
忘
れ
ま
す
と
、
納
め
 

な
い
で
よ
い
の
に
保
険
料
を
納
め
て
い
 

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
り
、
将
来
年
金
 

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
 

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
共
済
組
合
等
で
、
ご
主
人
の
勤
務
先
 

が
届
出
の
取
り
ま
と
め
と
提
出
の
代
行
 

を
し
て
い
る
場
合
は
、
ご
主
人
の
勤
務
 

先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

附
】
▽
桑
野
組
ー
五
十
万
円
 

田
川
の
部
落
形
成
と
 

た
た
か
い
の
歴
史
 

H
は
じ
め
部
落
は
な
か
っ
た
 

江
戸
時
代
に
入
っ
て
す
ぐ
の
、
 
一
六
 

げ
ん
な
 

二
二
年
（
元
和
八
年
）
の
こ
ろ
は
、
「
士
 

・
農
・
エ
・
商
」
と
い
う
身
分
制
度
も
 

未
完
全
で
、
小
倉
藩
で
は
 
「
え
た
・
ひ
 

に
ん
」
 
と
い
う
身
分
も
な
く
、
そ
の
よ
 

う
な
名
称
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

も
ち
ろ
ん
、
田
川
で
も
、
ま
だ
誰
ひ
 

と
り
 
「
え
た
・
ひ
に
ん
」
 
の
身
分
に
封
 

じ
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
、
民
衆
の
誰
 

も
が
、
こ
の
よ
う
な
身
分
が
つ
く
ら
れ
 

る
こ
と
さ
え
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
 

た。 目
っ
く
ら
れ
て
い
っ
た
 

「
被
差
別
」
身
分
の
人
び
と
 

げ
ん
ろ
く
 

一
六
八
八
年
（
元
禄
元
年
）
頃
か
ら
 

身
分
制
度
を
徹
底
し
て
封
建
社
会
の
支
 

配
体
制
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
徳
川
幕
 

府
は
（
士
・
農
・
エ
・
商
）
の
し
た
に
 

さ
ら
に
低
い
身
分
と
し
て
「
え
た
・
ひ
に
 

ん」 

の
身
分
を
つ
く
る
こ
と
を
全
国
の
 

大
名
（
藩
）
に
指
示
し
ま
し
た
。
豊
前
小
 

【
香
典
返
し
】
▽
池
田
義
介
（
中
組
）
 

▽
河
端
タ
マ
ョ
（
北
町
3

）
▽
豊
留
章
 

敬
（
高
尾
）
▽
木
村
カ
シ
子
（
市
場
）
 

▽
中
野
久
栄
（
徳
人
原
）
▽
谷
頭
新
男
 

（
市
場
）
 

以
上
6

件
、
総
額
 14
 

万
5
 

千
円
、
三
月
十
五
日
現
在
、
敬
称
略
。
 

》
 

.
 

●． 
●
．
‘
 
.
 

二
 
民
嫡
ー
く
ー
 

I 

唯
 

鵬
御
『
 

に
一
末
 

10
 

4

に 

r 

一
『
・
2
 

男
み
 

一 

人
 

尋，α 騒
繊
鷺
 鷲

 

】
瑠
」
 一麟 

一
 

2 月末日住民登録 

（前月比） 

人 口10.108( t .4 ) 

男 4.780( △ 7 ) 

女 5.328（ ▽3 ) 

世帯数 3.373( ▽1 ) 

（昭和61年6 月1日から昭禾ロ62年3 月31日までの間） 

●第2子分、昭和61年6月1日 

現在で満2 才未満 

●第3子以降分は、義務教育終 

了前 

③2年目（昭和62年4月1日か 

ら昭和63年3 月31日までの間） 

●第2子分は、昭和62年4 月1 

中学校卒業（第三子） 

5,000円 

低所得者2.000円 

日現在で満4 才未満 

●第3子以降分は、昭和62年4 

月1日現在で満9 才未満 

O 昭和63年4月1日からは、第 

2 子以降義務教育就学前の児 

童が対象になります。 

※支給額 

児童手当の額は、 2 人目の子 

どもについては、月額2.500円、 

3 人目以降の子どもについては 

月額5.000円が支給されます。 

※申請方法 

（第三子） 

昭
和
 60
 

年
度
（
現
行
制
度
）
 

I.000円 

（第ニ子） 

ニ歳未満 
9.500円 

小学校3年生（第三子） 

昭
和
 61 

年
度
 

5,000円 

（第二子） 

四歳未満 

9,500円 

今回の改正により新規対象と 

なる受給者については、本年5 

月1日から5 月31日まで申請手 

続きをして下さい。 

手続き又この制度についてお 

わかりにならないことや、詳し 

しことは、役場住民福祉課福祉 

係（窓口7 番） にお問い合せ下 

さし、。 

昭
和
 62 

年
度
 

3.000円 

昭
和
 63 

年
度
 

倉
藩
は
、
幕
府
の
譜
代
大
名
と
し
て
、
 

こ
の
差
別
的
な
身
分
制
度
の
確
立
を
忠
 

実
に
実
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
ま
で
、
身
分
の
ふ
り
分
け
の
中
 

で
、
ど
の
身
分
に
も
入
れ
ら
れ
な
か
っ
 

た
人
た
ち
が
、
こ
の
身
分
に
つ
ぎ
つ
ぎ
 

と
入
れ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
 

ま
ず
、
そ
れ
ま
で
城
の
区
域
内
に
居
 

住
を
許
さ
れ
る
な
ど
優
遇
さ
れ
る
こ
と
 

は
あ
っ
て
も
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
ど
 

全
く
な
か
っ
た
 
「
か
た
わ
」
 
と
よ
ば
れ
 

る
皮
革
生
産
従
事
者
た
ち
が
 
「
え
た
」
 

身
分
に
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
竹
か
ご
や
 

彰
卿
な
ど
を
つ
く
る
雑
種
職
人
の
仕
事
 

や
雑
種
芸
能
の
仕
事
を
副
業
と
す
る
農
 

業
兼
業
者
、
あ
る
い
は
主
家
を
失
っ
て
浪
 

人
と
な
っ
た
人
々
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
「
え
 

た
」
身
分
に
入
れ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
「
え
た
・
ひ
に
ん
」
 

身
分
に
入
れ
ら
れ
た
人
々
は
、
そ
れ
ま
 

で
自
由
に
副
業
と
し
て
い
た
竹
カ
ゴ
つ
 

く
り
に
、
皮
革
生
産
、
草
履
つ
く
り
な
 

ど
の
仕
事
を
身
分
に
伴
う
仕
事
と
し
て
 

強
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
行
 

刑
（
役
人
の
仕
事
）
や
番
人
な
ど
の
仕
 

事
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
身
分
に
入
れ
ら
れ
た
 

人
々
も
、
も
と
も
と
は
農
業
に
従
事
し
、
 

こ
れ
に
よ
っ
て
生
活
を
し
て
い
た
の
で
 

す
か
ら
、
身
分
制
度
の
う
え
か
ら
は
許
 

さ
れ
な
い
た
て
ま
え
と
な
っ
て
も
、
現
 

実
に
は
百
姓
の
七
分
の
ー
か
ら
十
分
の
 

ー
く
ら
い
の
規
模
の
農
業
で
生
計
を
た
 

て
る
「
農
業
生
活
者
」
だ
っ
た
の
で
す
。
 

福
岡
県
部
落
史
研
究
会
資
料
よ
り
 

Z 

鱗〉I 

I 

【正解者】 

応募総数10通で正解4 

通。次の方に図書券を贈 

ります。 

レ出島一世（市場） 

＞原田徳一（伏原町住） 

レ奥山留美（伏原町住） 

レ藤井員砂（赤池） 

《敬称略》 

長い間お楽しみいただ 

いた『エンゼルクイズ』 

は、都合により今月から 

お休みさせていただきま 

す。 

また、何か楽しい企画 

を考えるからーーーーーゴメ 

ンネ．ク 

【第118回解答】 

× 
月、福祉無鉢タ遣り端事 

'"～ンに・か」‘‘な． ‘左 、
 

【休館日】

7日、14日、20日 
28日、29日 

【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 
【仏教講演会】 

4月12日出 

午前11時～ 

【演 芸】 
入館者へ自由に 
舞台を提供しま 
すc こ利用下さ 
し、。 

【心配こと相談日】 
8日、17日、27日 

午前10時～午後3 時 

× ノ 



田 

墓
同
固
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雄寺 

圏
乳
児
保
育
相
談
▽
4

月
 21 

日
囲
、
町
 

民
会
館
▽
 10 

時
ー
 11
 

時
半
▽
生
後
2

カ
 

月
ー
 12 

カ
月
 

圏
心
配
ご
と
相
談
▽
8

日、 

17 

日、 

27
 

日
▽
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
 10 

時
ー
 15 

時
 

圏
市
民
公
開
講
座
▽
日
時
1
4

月
 26 

日
 

出、 

13 

時
ー
 15
 

時
▽
場
所
廿
田
川
市
民
 

会
館
▽
講
師
廿
田
中
直
樹
（
日
本
大
学
 

助
教
授
）
 

「
筑
豊
の
問
題
点
と
展
望
」
、
 

秀
村
選
三
（
県
史
編
纂
委
員
長
）
「
今
、
郷
 

土
史
に
期
待
す
る
も
の
」
 
▽
入
場
無
料
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
廿
田
川
郷
土
研
究
会
 

事
務
局
（
合
 44 

1
0
3
8
4

) 

昭和61年度入学式 難一一一 

圏
田
川
地
区
親
子
探
鳥
会
‘
▽
4

月
 27 

日
 

囲、 

10 

時
ー
 15 

時
（
雨
天
の
場
合
は
5
 

月
4

日
）
▽
集
合
場
所
ー
英
彦
山
豊
前
 

坊
高
住
神
社
バ
ス
停
前
▽
対
象
者
廿
田
 

川
市
郡
居
住
の
小
学
校
5

、
6
年
生
（
 

保
護
者
同
伴
）
、
 
20 

組
▽
参
加
料
廿
1
 

組
五
百
円
▽
申
し
込
み
先
ー
田
川
郷
土
 

研
究
会
事
務
局
（
合
 44 

1
0
3
8
4

) 

●
防
ど
検
訓
噌
×
い
敏
ン
 

圏
生
ワ
ク
チ
ン
▽
4

月
8

日
因
、
町
民
 

会
館
▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
▽
生
後
3

カ
月
 

ー
 18 

カ
月
 

圏
三
種
混
合
▽
4

月
 18 

日
圏
、
町
民
会
 

館
▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
▽
生
後
 24 

カ
月
ー
 

48 

カ
月
 

圏
麻
し
ん
▽
4

月
 22 

日
因
、
町
立
病
院
 

▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
▽
生
後
 18 

カ
月
ー
 36
 

カ
月
 

③小学校 

日時＝＝昭和61年4 月9 日（加 

10時から（受付9時～9時50分） 

場所＝＝上野小学校（上野小学校区） 

市場小学校（市場小学校区） 

③中学校 

日時＝＝昭和61年4 月10日（わ 

10時から（受付9時～9時40分） 

場所＝一赤池中学校 

若さと健康を保つために 

麟 
ミニパレーに参加しませんか 

幽
狂
犬
病
予
防
注
射
▽
畜
犬
登
録
と
狂
 

4月16日 4 月15日 4 月14日 日 

赤
 
池
 
町
 
役
 
場
 

赤

池

駅

前

公

園

 

小

藤

団

地

集

会

所

 

、
ン
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

あ
か
い
け
前
 

高
尾
（
船
津
店
前
）
 

市
 
場
 
集
 
会
 
所
 

草
 
場
 
集
 
会
 
所
 

3
 
区
 
公
 
民
 
館
 

4
 
区
 
公
 
民
 
館
 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

場
 

所
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時
 
間
 

ミニバレーは幅広い年齢の中で、みなさん 

に親しまれています。スポーッ経験がなくて 

も今すぐにできる競技です。 多数の参加をお 

待ちしています。 

毎週 火曜（13時～15時） 

金曜（10時～12時） 

申し込み 赤池町教育委員会 

公 (28-4 1 00 ) 

麟
麟
「
 

×

一

・

・

×

！

 ・
】
・
 

・
 

一
 

・

‘

×

×

×

・

×

×

・

・

 

、・．％×着」×・‘ 

昭和61年度赤池町育英資金を次のとおり貸 

与しますので、希望される方は申し込み下さ 

t 、～ 

犬
病
予
防
注
射
を
表
の
と
お
り
実
施
し
 

ま
す
。
生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い
犬
 

は
も
れ
な
く
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
料
金
、
 

一
頭
に
つ
き
〇
畜
犬
登
録
料
 

廿
2

、
1
0
0

円
〇
予
防
注
射
料
廿
2

、 

2
0
0

円
、
合
計
4

、
3
0
0

円
 

一田H

日『m
験田 

圏
建
築
士
試
験
▽
昭
和
 61 

年
度
、
二
級
 

建
築
士
・
木
造
建
築
士
試
験
が
次
の
と
 

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
例
年
と
受
付
時
 

期
及
び
場
所
が
変
わ
り
ま
す
の
で
注
意
 

し
て
下
さ
い
。
▽
受
付
日
1
3

月
 21 

日
 

22 

日
▽
受
付
場
所
ー
県
飯
塚
総
合
庁
舎
 

▽
申
込
書
廿
4

月
 14
 

日
ー
 25 

日
ま
で
田
 

川
土
木
事
務
所
建
築
課
に
て
配
布
▽
間
 

い
合
わ
せ
先
廿
田
川
土
木
事
務
所
建
築
 

課
（
合
 45 

1
7
7
1
5

) 

「
難
難
 

一

一

・

一

」

」

「

「

「

一

一

一

一

一

 

1.受給資格 

①町内に1年以上在住している人 

⑨身体強健で学業優秀な人 

2．貸与額および人数 

①高等学校またはこれと同程度の学校 

時制除く） 

月額=5千円、入学支度金=1万5千円 

⑨短大・大学 

月額=1万円、入学支度金=3万円 

3．受付期間 

4 月10日から5 月10日まで 

※詳しくは教育委員会へ（費28- 4 1 0 0 ) 

定 
〈

、

 

き
れ
い
な
『
ふ
る
里
』
は
 

み
ん
な
の
宝
で
す
 

最
近
、
町
内
各
地
に
ご
み
を
不
 

法
に
捨
て
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

不
法
投
棄
の
理
由
は
色
々
あ
る
 

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
夜
間
、
人
目
 

の
つ
か
な
い
時
間
に
捨
て
て
い
る
 

よ
う
で
す
。
 

自
分
の
住
む
ま
ち
は
、
い
つ
も
 

き
れ
い
に
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ご
み
捨
て
の
現
場
を
発
見
し
た
 

ら
、
お
互
い
に
注
意
し
合
っ
た
り
、
 

ま
た
、
役
場
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

ご
み
の
な
い
明
る
い
清
潔
な
ま
 

ち
、
赤
池
町
ー
ー
ー
ー
ー
の
イ
メ
ー
ジ
 

づ
く
り
を
皆
ん
な
の
力
で
成
し
遂
 

' ' ' ' ' ’ 『 『 ’ ' ' ' ‘ 『 ’ ' ’ 『 ’ ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ’ ， ● ， ・ 
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ごみミの不法投棄はやめましよう 

幾
 

ト下田川循環道に捨てられたゴミ‘ 

4 月は固定資産税1期分の納税月です 


